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地域DXに関わる行政職員様向け講座

Society5.0時代におけるDX対策と
イノベーションエッセンシャル講座

広島大学AI・データイノベーション教育研究センター
一般社団法人Society5.0振興協会：一般社団法人AI・データイノベーション教育研究推進機構

講座のテーマ・特徴

1. 持続的社会のために一過性のDX検討とならない検討ポイントを解説
2. 地域DXに必要となる実装レベルの”地域問題提起”、“ICT活用”、”市民共感”

の検討フレームワークを知る
3. リアルな地域DX（広島県内事例も取り入れた）の取組課題について、受講者間で

相互学習する

授業内容のポイント

⚫ 各地域の戦略（Society5.0推進活用計画、総合戦略など）や地域活性化を前提とした施策
（関係人口施策、移住・定住施策、観光施策、過疎化・高齢化地域のDX、デジタル化とデジタ
ルデバイドの課題など）に関わる事例と検討課題について解説します。

⚫ 本講座は社会システム構築に必要となる、”支持する協力者獲得”、”市民関与（共感性）”に
着目して、イノベーション・マネジメント、サービスサイエンスの理論のエッセンシャル用いた推進方法の
適用をグループワーク型で検討します。

⚫ 分析経験や知識は問いません。DXを推進される方が参加でき、実装に役立つ学びを得られます

授業スタイルのポイント
⚫ 地域DXに役立つフレームワークを提供し、参加者チームで検討を取り組むため、実課題に沿った

形で学ぶことができます。
⚫ ICT（AIやIoT）の活用を前提としており、検討主体となる地域の行政職員の方の課題となる政

策立案と現実的な実装に役立つ学びを提供します（地域DXに関わる公益法人職員も対象）。
⚫ Society5.0、地域DXアドバイザーがポイントをレクチャーします。

⇒ビジネスアワー制度により、講義時間外でも気軽に相談できます。

お申込みにあたって

申込方法 横QRコードからお申込みいただけます。
※お申し込みの際、簡単な事前アンケートにお答えください。

実施時期 2022年2月~3月(講座3回+講師へ質問・相談できるビジネスアワー)

定員 20名(先着順：無料) ※申込期限 2022年2月15日(火)

講座形式 ZOOM(オンライン講座) 原則全講座リアルタイムで参加をお願いします。
※オンライン上での議論を促進するために、miro(ホワイトボードツール) を利用します。
（miroの使い方は，講義のなかで，説明します）

応募条件 自分自身の分析・統計・機械学習知識やプログラミング経験は必ずしも問いません。
参加者でチームを組んで、その中でスキルにあった役割を担って頂きます。
ただし、分析メンバーとのコミュニケーションは講義や課題を通して必須です。



講師のご紹介：米澤 政洋

広島県出身、立教大学大学院 ビジネスデザイン研究科（修士課程）修了、一橋大学商学研究科 イノベーション・マネ
ジメント政策修了。IT企業では約20年の業務経験を通じ、Ｍ＆Ａリーダー、人事・事業開発、マーケティングに携わる。千
葉商科大学大学にてサービス創造、イノベーションの授業を担当。現在は一社Society5.0振興協会の特定プロジェクト推
進委員長として、鳥取県CIO補佐官、Society5.0アドバイザーの立場で地域ＤＸの実務的アドバイザーを兼任。

カリキュラム詳細 ※希望する受講者には講義当日に補足も実施

DAY
1
習得

組織内DXと地域DXを考えるとは：
社会課題解決から考える技術について：
Society5.0振興協会 岸上会長(W3Cボード）

講座1:
2/18(金)13:30-14:30

DAY
2
検討

DAY
3

共有
まとめ

オープニング
2/18(金)13:00-13:30

DXとイノベーション：
一般的解釈と本質的な価値創造

講座2:
2/18(金)14:30-15:30

不確実性の高い環境下の課題解決とICT導入：
民間企業事例と期待効果

講座3:
2/18(金)15:45-17:00

施策に役立てる分析の基礎（観察と考察）：
相関と因果の使い分けと期待効果

講座4:
2/18(金)17:00-17:30

デザイン＆アイデア：
イノベーティブな思考性と検討例

個人
ワーク

講座5:
2/25(金)13:00-14:30

イノベーション・マネジメントを考える：
チームビルド、越境、多様性、個人特性と
集団パフォーマンス

講座6:
2/25(金)14:45-16:15

マーケティング的思考（サービス創造とプロセス）：
共感と実装：データ収集時の協力者、
実装段階の協力者

講座7:
2/25(金)16:15-17:30

Society5.0／SDGSとの関連：
Purpose（意義）はスタイル（デザイン）
からスタンスへ

グループ
ワーク

地域が抱える課題意識と対応の期待効果：
ICT導入から価値を創造する（システム思考）の
フィードバック方法

講座8:
3/11(金)13:00-14:00

課題発見・対策検討・社会実装検討：
ICT導入から価値を創造するフィード
バック方法（システム思考）

まとめグループワーク:
3/11(金) 14:00-17:30

社会実装の共感獲得の検討：
AIを活用した社会システムにおける
実装時の協力的関与

グループ
ワーク

グループ
ワーク

グループ
ワーク



カリキュラム詳細：課題に対するアプローチ

地域DX検討おいて、データ活用、アプリケーション（AI・IoT含む）を検討する
場合、社会実装イメージからバックキャストした具体的な取組体制構築やエビデ
ンスに基づくKPI設定などが重要となります。
地域課題を解決を検討する方法論は、各文献、コンサルサービスを活用すること
で多くの示唆が得られている一方で、”実装レベル”の検討や実務では試行錯誤
されているケースも多くあります。本講座は、これら“実装レベルの課題”をイノベー
ション・マネジメントとサービスサイエンスを取り入れた検討フレームワーク（図１）
による検討を実施します。グループごとに課題へ取り組んでいきます。（図２）

図１

図２



講座のイメージ1:
講義は、自治体サービス・地域DXを起点とした社会課題解決をテーマとした
内容で展開していきます。何故、オープンデータの取組が難しいか？AIの
実証実験後の実装が続かないか？なども含めた共通する問題意識を解説。

お問い合わせ先
広島大学 AI・データイノベーション教育研究センター

Tel: 082-542-〒730-0053 広島市中区東千田町一丁目1番89号
東千田未来創生センター4Fプロジェクトルーム4-67038
E-mail: aidi-jimu@hiroshima-u.ac.jp

講座のイメージ2:
具体的な事例（講師が携わったプロジェクトや情報収集に基づく事例）と受
講者が持たれた取組の課題意識をチームで検討し、地域でICT（AI・IoT）
を活用検討できる、学びを得ます。

地域課題や特性を活かし
た解決検討が必要

観光増施策

中山間地域課題

何故、推進がうまく
いかないのか？

市民関与のメカニズム

行政職員の方が
考えるサービス化


